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東洋毛様線虫寄生者の臨床的観察

浅利 譲 伊藤 淳一 英条一一一
稲 泉武男

新潟大学医学部医動物学教室（主任大鶴正満教授）

（昭和 32年 9月17日：受領）

東洋毛様線虫は現在わが国にひろく分布しているが，

同虫寄生虫者の臨床的知見については，松JI!(1934, 19 

36），福田 (1937），宮川 (1954），財津 (1957)らの

報告があるのみで，今までに十牙研究されているとはい

えない。そして一般にをの病原性について軽視の傾向の

あるととも事実である。著者らは今回，新潟県の濃厚浸

淫地の住民について同虫寄生者の集団検診を実施する機

会があったので，をの結果を報告する。

調査方法

1) 調査時期 ：昭和32年1月一2月

2) 被検集団：新潟県三条市井東部落（戸数約 200戸）

に居住する16-60才の男女て，被検者抽出の要領は，先ず

検便を行い，本虫卵陽性者全部と，対照者どして嬬虫卵

陰性者約30人を任意にえらぴ出し，とれらの人々につい

て検診を行った。との際，本虫卵陽性者および陰性者共

に問診と打聴触診を行い，明らかに他の病因や妊娠など

によるもので，自覚症状や血液所見に影響を与える疾患

をもった被検者を，できるだけ対象からはぶいた。その

他血液所見については鈎虫寄生者を，自覚症状について

は鈎虫および姻虫寄生者を除外した。このようにして得

た成績を整理して検討てきたのは，自覚症状については

82人（男30，女52）血液所見については92人（男29，女

63）てある。

3) 血液検査の方法 ：被検者の肘正中静脈から約 3cc 

採血し，二重1ifi酸塩て凝固を阻止して赤血球数算定（赤

血球用メランジュールを用い， 0.5まで血液を， 101ま

で Hayem 氏液を吸引し，振漫混和した後， Thomaの

計算室を用いて 80小区劃の赤血球数をかぞえ 1万倍し

た〉と血色素量測定（光電比色計により ， 0.1%炭酸ソ

ーダ液を用いて Oxyhaemoglobinを測定し，16g/dlを
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Sahli値 100%として換算〉を行い，叉同時に塗抹標本

を作って， Giemsa染色により好酸球数を， Brilliant 

cresyl blue-Giemsa複染色により網状赤血球数をそれぞ

れ算定した。

4) 尿便検査の方法：陽性者を抽出するために飽和食

塩水浮群法を用いた。叉寄生濃度を知るために，検診時

に同時に便を提出させ， Stoll氏法による EPG算定，

別に瓦培養と浮説法を行った。 Stoll氏法は型の如く ，

先ず 3gの尿便を大試験管にとり，1/10 規定苛性ソーダ

液を45ccの目盛まで注加し，小硝子球10～20個を入れて

十牙撹持磨砕し，こうして得た便溶液からメスピペッ ト

て0.15ccをスライドグラスにとって卵数を数え，2回施

行の値の平均を 100倍して EPGとした。叉培養は直径

約 7cm，厚さ約lcmの円形の陶板に 0.5gの便を塗り

25°C恒温器に10日間培養して得た感染仔虫数をかぞえ，

浮説法は飽和食塩水によった。 成績の考察に当つては

EPGを基礎とし，他は参考とするにとどめた。

調査成績

自覚症状および血液所見の 2項目について検便成績と

の関係を検討した。

自覚症状については， Stoll氏法，浮潜法および培養

法のいずれも陰性の者（K群，7人〉 ，培養のみ陽性の

者（A群，28人〉， EPG 900以下の者（B群，36人〉お

よび EPG1,000以上の者 cc群，11人〉の4群？と牙け

て検討した。血液所見については，先ず男女？と分けたの

ち，をの各について自覚症状の場合と同じように分けた

が，とのようにすると男29人（K3, All, BlO, 05) 

女63人（KlO, A25, B 19, 0 9）となった。成績は次

の通りである。

1) 自覚症状および既往歴

一般に東洋毛様線虫寄生者には自覚症状が少いとされ

ていたが，今回の調査成績は対照に比べて一般に症状を

呈する者の多いことを示した C第 1表〉。 また排卵数の

多少と症状との出現率との聞にも関係があると考えられ

た。 即ちE群ては訴えが非常に少く，易疲労性， 頭痛お

( 39 ) 
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〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻 ・第 2号

よぴ不眠が 7人中 l件づっ認められたにすぎないが，C

群ては多くの者が何 らかの症状を訴え，特に易疲労性，

四肢倦怠，不眠などの神経症状が多く ，腹痛，下痢，食

欲不振などの胃腸症状もある程度認められた。 Aおよび

B群ても自党症状を訴える者があったが，C群のように

著明てはなかった。

既往歴については，K群ては特記すべき既往歴を殆ど

もたないのに対し， A, B およびC群てはいずれも附

息，じんましん， リューマチなどのアレルギー性疾患，

叉は土かぶれ，肥まけなどの経皮感染と思わせる疾忠に

かかった者を含んでいた。

2) 血液所見

(a）血色素量（Sahli値〉および赤血球数血色素

呈は本虫卵陰性者，陽性者を通じて一般に低く，乙れと

EPG との関係は第1図の通りである。男ては相関係数

r＝ー0.58,n=29, ts=3. 72て 0.1%以下の危険率て両

者の聞には負の相関が認められた。すなわち EPGの増

加にともなって血色素量は減少することを示した。上記

の各群毎の平均値は， EPGの増加にともなって減少す

るようであるが，変量牙析を試みたととろ，Fs=l.05て、

有志性を認めなかった。また女ては一般に血色素量の低

下している者が多く ， EPGとの相関関係を検討してみ

たが，r＝ー0.13,n=63, ts=l.01て有意性が認められ

なかった。しかし各群毎の値についての変量牙析では，

Fs=3.42て 5%以下の危険率て推計学的に有意であっ

た。次に赤血球数は一般に正常値に比べて少し殊に女

に著明であったが，とれと EPGとの関係を相関係数に

ついて調べたととろ， 男ては r＝ー0.18,n=29, 匂＝

o.似て相関関係を認めず， 女ては r=-0.21,n=63, 

ts=2.19て 5%以下の危険率て負の相関関係を認めた。

( b）好酸球数% 概して排卵数の増加にともなって

好酸球数の増加を認めた。男ては EPGとの相関関係は

r=0.79, n=29，胞＝4.90て 0.1%以下の危険率て正の

相関関係を認めた（第2図〉。各群毎の平均値を求める

と，K : 2.5, A : 3.6, B : 6.0, C : 13.5てあきら

かな差を認め，各群毎の値についての変量分析では Fs

= 10.0て1%以下の危険率て有意の差があった（第 8

図〉。叉 5%以上を増多と考え，各群において増多者が

占める率を計算したが，K : 0 %, A : 18%, B : 50% 

c : 100%となり，とれらについて が 検定を行うとPr.

｛χ2＞χ$2ニ 11.77} <0.02て， 2%以下の危険率て有志の

差を認めた。次に女ては好酸球数と EPGとの相関関係

はr=0.37,nニ 63，匂＝3.11て1%以下の危険率て正の

( 40 ) 
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みると， r=0.30,n=63, ts=2.48て， 5%以下の危険

率て正の相関関係を認めた。叉各群毎の平均値は， K :

6.3, A: 7.5, B : 9.0, C : 9.9て，各群別の変量

分析は Fs=4.05となり， 5%以下の危険率て有意の差

を認めた。各群毎の増多者の比率については， K:l0%

A : 20%, B : 37%, C : 44%て，これらについてが

検定を行うと Pr.｛χ2>Xs2ニ4.52} >0.10となり，有意の

差を認めなかった。次に網状赤血球数と血色素量との関

係をみると，男ては r＝ー0.35,n=29, ts=2.94て、1%

以下の危険率て負の相関関係を示し，女て、はr＝ー0.29,

n=63, ts=2.36て5%以下の危険率て負の相関関係を

示した（第7図〉。すなわ5男女ともに血色素量の減少

にともなって網状赤血球が増加する傾向がある。

考察

一般に東洋毛様線虫は臨床的に殆ど意味がないという

考えが多いのであるが，以上の成蹟によると，多数排卵

者群ではあきらかに症状が出現するようである。EPGPF

を 0.3～1c著者らの行った本虫寄生者の剖検記録から

の推定〉と考えると，EPG1,000は東洋毛様線虫雌虫の

1,000隻以上の寄生を推定させ，EPG1,000以上の群て

は，少くとも1,000隻以上の本虫寄生が想像される。叉

A群（Stoll氏法ては見出されず，培養法によって辛う

りて寄生を確認てきた少数寄生群）, B群（EPGの少い

中等度寄生群〉に比べ， C群（EPG1,000以上の多数

昭和 33年 4 月（1958）〕

相関関係を認めた。 各群毎の平均値を求めると， K: 

3.5, A: 5.6, B : 7.4, C : 11.1て，各群別の変畳

分析では Fs=8.60となり， 1%以下の危険率て有意のー

差を認めた。叉各群における増多者の比率は， K:20% 

A : 56%, B : 84%, C : 100%となり，これらについ

てが検定を行うと Pr.｛χ2＞χs2=17.80｝く 0.001て，

0.1%以下の危険率て有意の差を認めた。次に好酸球数

と血色素量との関係をみたが，男ては r＝ー0.59, n= 

29，脂＝3.80て 0.1%以下の危険率て負の相関関係を認

め，女ては r=-0.16,n=63，ぉ＝1.27て相関関係を認

めなかった（第4図〉。

(c）網状赤血球数% 一般に排卵数の増加にともな

って網状赤血球数もふえていたが，好酸球のように顕著

な傾向を示さなかった。とれと EPGとの相関関係をみ

ると，男てはr=0.42,n=29, ts=2.43て・1%以下の危

険率で正の相関関係を認めたく第5図〉。各群毎の平

均値を求めると， K: 5.2, A: 7.0, B : 8.2, C : 

9.8て，漸増の傾向を示すようであるが，各群別の変

量分析では Fs=1.5て有意の差を認めなかった（第

6図〉。叉10%以上を増多者と考え，各群毎の増多者の

比率を計算したところ， K : 0%, A : 27%, B : 30% 

c: 40 %となり，これらについてが検定を行うと Pr.

｛χ2＞χs2=1.48} >0.10て，推計学的に有意の差を認めな

かった。次に女ては網状赤血球と EPGとの相関関係を

子
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各群の好酸球数平均値の比較

られ，特にC群男女ては著明な増加を示した。とれは寄

生虫体数がある程度に達すると，宿主に何らかの影響を

与えるととを意味すると思われる。

網状赤血球も虫卵数との間に好酸球と同様のととが証

明されたが，好酸球ほど明らかではなかった。他方網状

赤血球は血色素量との聞に男女共に推計学的に負の相関

が証明されているので，本虫寄生の増加によって貧血の

前段階として網状赤血球の増多が現れるものと考えてよ

いようである。

第 3図

寄生群〉ては自覚症状においても，血色素量および好酸

球数においても，かなりの差がみられるようである。血

色素塁は 16g/dlを 100%として換算したが，男ては虫卵

数 EPGとの聞に負の相関関係が認められ，C群ては平

均18%で対照群の87%に比べてかなりの低値を示した。

しかし女ては全般的に貧血が多く ，特にK, A群のよう

な木虫卵陰性者群や少数寄生者群ても低血色素を示すも

のが多かったためか，ばらつきが甚だしく，虫卵数との

聞に一定の傾向が認められなかった。

好酸球ては虫卵数との聞に正の相関関係がかなり認め

( 42 ) 
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第 5図網状赤血球数と EPGとの相関図

結論

昭和32年1月から 2月にかけて，新潟県のー農村て東

洋毛様線虫寄生者の臨床的観察を行い，次の結果を得た。

1) 濃厚寄生者群〈虫卵数，.EPG 1,000以上〉ては，

大多数の者が自覚症状を訴え，その中ても神経症状がも

っとも多く，胃腸障害がこれについだ。対照てある本虫

卵陰性者群ては訴えが殆どなかった。

2) EPGの増加にともない， 男ては血色素量の低下

を認めたが，女てはばらつきが甚だししその関係が証

明されなかった。叉赤血球数については，男ては EPG

との間に相関関係を認めなかったが，立てはかるい負の

相関関係を示した。

3) EPGの増加にともない， 男女ともあきらかに好

酸球増多を示し，殊に濃厚寄生者群ては著しい増多が認

められた。

4) EPGの増多にともない， 男女とも網状赤血球の

( 43 ) 
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本調査に終始熱心など協力をいたどいた三条保健所，

三条市衛生課および松川甫医師以下地元の各位に対して

深謝する。
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増多を示した。

5) 好酸球数と血色素量との聞には，男ては負の相関

関係を認めたが，女ではあきらかな関係を証明するに至

らなかった。

6) 網状赤血球と血色素量との聞には，男女とも負の

相関関係を認めた。
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Summary 

Clinical observation on the Trichostrongylus on初・

harborers has scarcely been made, and the patho-

genicity of this worm tends to be neglected, too. 

The ma田 examinationof the harborers of Tncho・

strongylus orientalts concerning such items as chief 

complain, past history, physical finding, laboratory 

test of blood and feces, which was made between 

( 45 ) 
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January and February 1957 in a certain area of 

Niigata Prefecture, leads to the following result. 

1) Most of the severe harborers in which para-

sited worm counts more than 1, 000 pr田 entedsigns 

of nervous irritation such as fatigue, weariness of 

extremities, headache and disturbed sleep ; and 

not few of them complained intestinal disturbance, 

while non-harborers complained of few signs above 

mentioned. 

2) In reverse proportion to the EPG (eggs per 

gram), the gradual decrease of hemoglobin content 

was observed in the male, which was not in the 

female. No definite relation between erythrocyte 

count and EPG was fond. 

3) Parallelism was found between increase of E 

PG and eosinophilia in both sexes, i. e. marked 

eosinophilia in heavy harborers. Another parallel-

ism was revealed between EPG and reticulocyte 

count, however not so marked as with eosinophilia. 

4) Negative correlation was proved between 

.eosinophilia and hemoglobin content in the male, 

but not in the female. The same correlation was 

proved between reticulocyte and hemoglobin cotent 

in both sex回．




